
評　価　基　準
自己
評価

東郷町施設サービス株式会社自己評価の視
点

評価 所管課評価の視点

ア　事業計画書等に即し、人員を過不足なく配置してい
る。

Ａ

有資格者を配置することで、業務の内製化に
より維持管理の削減を可能としている。ま
た、多能工の考えのもと、１部署にこだわら
ず部署を兼務するスタッフを配置すること
で、過不足なく、必要な部署に必要な時間帯
での配置を行っている。

Ｂ

仕様書第４－３の規定に基づき管理組織体制が整備され、
日々、巡回がされていることからも概ね適正に人員が配置
されている。

イ 必要な資格、経験等を有する人員が確保されている。
Ａ

施設管理及び各部署での業務をより精度の高
いものとするため、有資格者を社員・スタッ
フとして配置している。

Ｂ
仕様書第４－３の規定に基づき必要な知識・技能・経験を
有する人員が概ね適切に確保されている。

ウ　計画的に研修等を実施している。 Ｂ

尾三消防に依頼し「普通救命講習Ⅰ(３時間講
習)」を毎年開催。職員の約９０％以上が受講
済資格を取得している状態をキープしてい
る。また、研修などを実施し、職員のサービ
スレベルの向上、スキルアップを図ってい
る。

Ｂ 業務に必要な研修等を実施している。

ア　外部委託の内容は適切である。 Ａ
仕様書に基づき、実績ある優良な業者を選定し適
切に実施している。

Ｂ

仕様書第６－⑵の規定に基づく業務の一部を第三者へ再
委託し、同⑷の規定に基づく当該再委託先は業務を実施
するために必要な官公署の免許等を受けているため、適切
に実施している。（外部委託内容：浄化槽保守点検業務、
樹木剪定業務）

イ　外部委託事業者に対して協定書等を遵守させている。 Ａ

仕様書に基づき、外部委託事業者に対し、作
業前の工程確認、安全確認を実施、作業後に
は現場確認を行い、報告を受けている。ま
た、作業報告書の提出もさせている。

Ｂ
仕様書第３に掲げる法令等を遵守させている。再委託
先が業務を実施し、内容は概ね適切である。

⑶法令等遵守 法令等に基づき必要な点検、報告等を行っている Ａ
法定で定められた点検内容を実施し、定めら
れた期間に報告書を提出している。コンプラ
イアンスに努め、安全を第一に行っている。

Ｂ
仕様書第３の規定に基づき、関係法令を遵守し、法定
点検の実施・報告がされている。

ア　個人情報保護に関する規程が整備されている。 Ａ
東郷町施設サービス株式会社個人情報保護規
程を定めている。

Ｂ 個人保護規程が整備されている。

イ　個人情報の漏洩、滅失等の事故防止対策を講じてい
る。

Ａ

上記 情報保護規程に基づいた事故防止対策を
講じるほか、予約システム等個人情報を取り扱うシ
ステムの担当者を配置し、事故防止に努めてい
る。

Ｂ
個人情報の漏洩、滅失等の事故防止のための個人情報保
護規程が整備されている。基本協定書第２１条の規定を遵
守している。

ア　情報公開に関する規程が整備されている。 Ａ
当社情報公開規程が整備されており、規程に
沿って運営されている。

Ｂ
適正な情報公開が実施できる情報公開規定が整備され
ている。

イ　協定書等に従い、情報を適切に管理、公表している。 Ａ
当社情報公開規程に基づき、情報を適切に管
理している。

Ｂ
基本協定書第２０条及び情報公開規程を整備されており、
情報を管理している。

ア　業務日誌等を適切に整備、保管している。 Ａ 適切に実施している。 Ｂ
基本協定書第２８条の規定に基づき業務状況が毎月報
告されている。

イ　点検、修繕等の履歴が適切に記録、保管されている。 Ａ

定期的な点検については、適宜実施し、その報告
書を適切に保管している。また修繕等が必要に
なった場合は所管課へ報告、決裁を取ったうえで
実施している。決裁及び報告書は、提出原本及び
データ保存をしている。

Ｂ
基本協定書第２６、２８条の規定に基づき、点検・修繕の報
告が適切にされている。

ア　事故、災害等の緊急時の連絡体制が確保されている。 Ａ
災害時マニュアルを整備し、連絡体制を整え、緊
急時にも素早い対応ができる体制を取っている。

Ｂ

基本協定書第１８条の規定に基づき事故や災害等の緊急
事態が発生した場合、速やかな措置を講じ、緊急事態発生
を通報することを定めている。東郷町施設サービス㈱では、
危機管理マニュアルを整備され、連絡体制が確保されてい
る。

イ　緊急時のマニュアルが整備され、定期的に訓練等を
行っている。

Ａ
避難訓練及び通報訓練等を実施し、各現場職員
が緊急放送の方法や誘導方法などを確認し、注
意事項の洗い出しを実施、改善を行っている。

Ｂ
仕様書第４―４―⑹及び危機管理マニュアルに基づき、定
期的に消防訓練が行われている。

緊急時又は危険予測時、直ちに措置を講じ、町に報告を
行っている。

Ａ
担当部課長及び総務課が情報を集約し、緊急
時や危険予測時には、適切に措置を講じ、町
に報告を行う体制を講じている。

Ｂ
仕様書第４―４―⑹及び危機管理マニュアルの規定に基
づき危機管理マニュアルを整備し、直ちに措置を講じ町に
報告を行う体制にある。

⑻財務状況 団体の財務状況は、業務の継続が可能な状態である。 Ｂ
公認会計士が管理を実施しており、適切な処
理を行っているが、各事業部の取組に差があ
り、改善の余地があると考える。

Ｂ 適正に行われており業務の継続が可能な状態である。

《総括》 実施体制に関する評価 Ａ Ｂ

指定期間 平成３０年４月１日　～　令和５年３月３１日　〔　５年　〕

指定管理業務総括評価票 （平成３０年度～令和３年度）

施　 設　 名 東郷町親水公園

指定管理者名 東郷町施設サービス株式会社

評価対象期間 平成３０年４月１日　～　令和４年３月３１日　〔　４年　〕

評価項目

⑸情報公開

⑹管理記録

１
　
実
　
施
　
体
　
制

⑴人員体制

⑵外部委託

⑷個人情報保
護

⑺緊急対策



ア　協定書等に従い、開館日、開館時間等を遵守してい
る。

Ａ
条例及び協定書に基づき、実施している。
一般利用者に対しては、臨機応変に、可能な限り
の要望に応じている。

Ｂ 仕様書第４－１の規定を遵守している。

イ　事故防止及び安全確保のために必要な対策を講じてい
る。

Ａ

施設巡回を行い、最適な状態で利用いただけるよ
うに対応を行っている。また清掃スタッフや設備ス
タッフと連携を密にし、協力して事故防止と安全確
保に取り組んでいる。

Ｂ
仕様書第４－４―⑹の規定に基づき、日々施設巡回し、安
全対策、事故発生の防止対策が講じられている。

ア　利用許可、案内等を迅速かつ適切に行っている。 Ａ
改善活動や研修等を実施しながら、日頃から向上
の努力をしている。

Ｂ
仕様書第４－４の規定を遵守し、利用者への案内等の接遇
が概ね適切に対応できている。

イ　利用者に対して設備、備品等を適切に提供している。 Ａ
備品の破損等を確認し、常に最適な状態で利用し
てもらえるよう管理している。不具合があった場合
は役場担当課と調整し速やかに対応している。

Ｂ
トイレットペーパーについては、日々確認し、不足があれば
補充する等状況を把握し概ね適切に行われている。

ウ　言葉遣い、態度、服装等の接遇について適切である。 Ａ

職員間で互いの服装の確認のほか、窓口で発生
したトラブル等については報告書にまとめるなど、
他部署との情報共有を行い、よりよい接遇に努め
ている。

Ｂ
利用者や役場関係者等に対しての接遇態度について概ね
適切な対応ができている。社会規範や職場の規律を遵守
している。

ア　事業計画書に即し、受託事業を実施している。 Ａ
事業計画以上の成果を上げるよう日々改善を行っ
ている。

Ｂ 受託された事業に対し、適切に実施している。

イ　施設の目的に沿って、自主事業を実施している。 Ｂ
地域交流の場となるよう事業を計画し、受益者負
担の考えのもと実施している。

Ｂ
仕様書第４-４-⑸の規定に基づき、桝池親水公園の特徴
である水辺空間を活用した「釣り大会」を企画・実施してい
る。（コロナ禍の２年間は除く。）

ウ　事業内容がサービス水準の向上に寄与している。 Ａ
多くの町民に施設を利用してもらうため、維持管理
を行っている。

Ｂ
協定書及び仕様書に基づき、基本方針を遵守し、有識
者スタッフによる管理業務を行なっており、サービス
水準の向上に十分寄与している。

ア　仕様書等に従い、清掃、警備、衛生管理を適切に行っ
ている。

Ａ

仕様書のとおり実施している。毎日の巡回のほか、
利用者からの連絡を受けた場合、利用に支障がな
いよう速やかに対応している。また、除草作業等も
町内の他の公園等の管理と比較しても多く、常に
最適な状態を保つよう対応している。

Ａ

週２回以上の巡回し、施設内のゴミ拾い等を実施すること
で、常に施設を奇麗な状態に保つ努力がなされている。特
に除草作業においては毎月実施するなど、常に管理され
た状態である。

イ　仕様書等に従い、施設・設備の保守管理を適切に行っ
ている。

Ａ
設備担当者に多くの資格を持った社員を配置し、
安全・安心に心がけ、利用に支障がないよう速や
かに業務を行なっている。

Ｂ
仕様書第４－４－⑵のとおり施設・設備の保守管理
（トイレ浄化槽点検）を適切に行われている。

ウ　備品台帳に基づき、備品を適切に管理している。 - 該当しない。 - 該当なし

エ　協定書等に従い、適切に修繕を行い、町に報告してい
る。

Ａ

常に設備の破損等を確認し、常に利用できよう管
理している。不具合があった場合は役場担当課と
予算等兼ね合いを調整し、また、内製を実施して
いることから、よりスピードの求められる修繕にも対
応できる。

Ａ

テニスコートについては、施設の老朽化が著しい中、自主
的に転圧作業や塩化カルシウム及びグリーンサンドの散
布、コートラインテープの交換作業等を適宜行い、サービス
の維持に努めている。

⑸環境配慮 省エネルギー、省資源等環境への配慮がなされている。 Ａ
会社全体の取り組みとして、エネルギーコントロー
ルや緑のカーテン等、省エネルギーを意識してい
る。

Ｂ
基本協定書第２２条に基づき、社全体として環境への配慮
されている。

⑹広報活動
事業の開催案内、ホームページの管理等を適切に行ってい
る。

Ａ

自社の広報係及び事業担当者がチラシやホーム
ページを作成することにより、スピーディな情報発
信をしている。また、SNSを活用し、よりタイムリーな
情報提供を心掛けている。

Ｂ
チラシ、ホームページやSNSに掲載・ＰＲされ利用促進が行
われている。

ア　苦情、要望等に対して迅速かつ適切に対応している。 Ａ
お客様の意見を吸い上げ、即対応できるものとで
きないものを整理し、できるものについては、その
都度対応している。

Ｂ 概ね適切に対応している。

イ　苦情、要望等を整理し、遅滞なく町に報告している。 Ａ
役場担当課と連携を取り、適切に処理を行ってい
る。

Ｂ
仕様書第１２－６の定に基づき報告・連絡・相談等が概ね
適切に報告されている。

⑻利用者
アンケート

利用者アンケート調査を実施し、その結果は妥当である。 Ａ

年１回以上のアンケートを実施し、お客様の
要望や職員・施設に印象を把握し、概ね公表
を頂いている。またその内容を次年度の取組
への検討材料とし、改善活動を行なってい
る。

Ｂ
利用者アンケートを実施し、施設の総合的な満足度におい
ては、概ね満足との回答を得ている。

⑼利用状況 利用者数、稼働率等は、適正な水準にある。 Ｂ おおむね適正な水準であると考える。 Ｂ

令和２年度利用者数は、コロナウイルス感染症対策による
自粛要請により、施設が休館となったことで利用者数が減
少しているが、指定管理期間を通し、概ね例年どおりの水
準である。

《総括》 業務の内容・水準に関する評価 Ａ Ｂ

２
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・
　
水
　
準

⑴施設管理

⑵利用者対応

⑶事業運営

⑷維持管理

⑺苦情等対応



⑴経理事務
専用の口座、帳簿等を備え、適切に経理事務を行ってい
る。

Ｂ

経理部門には有資格者を配置し、公認会計士の
チェックの下、適切に処理している。
また監査役にも決算時及び必要時に確認を頂き、
取締役会でも経理事務についての報告を実施し、
承認されている。

Ｂ

公認会計士のチェックのもと適正な処理がなされている。
専用の口座、帳簿があり、適切な経理事務を行っている。
東郷町施設サービス㈱取締役会において、経理事務の報
告を行い、承認されている。

⑵予算執行 収支予算書の範囲内で適正に予算を執行している。 Ｂ
事業部制を取り、年度計画に基づき、目標達成の
ために適切に執行している。

Ｂ
事業計画書に基づき、収支予算書の範囲内で適切に予算
を執行されている。

⑶経費縮減
経費が縮減され、又はその縮減に向けた努力がされてい
る。

Ｂ

業務の内製化により設備維持管理費を削減。人
材面では多能工の考えのもと、部署を兼務するス
タッフを配置することで、余分な人員を配置しない
努力をしているが、各事業部の取組に差があり、
改善の余地があると考える。
また雇用形態を問わず、業務改善を全社で行うこ
とで、各現場での「ムリムダムラの排除」に取り組む
風土を育んでいる。

Ｂ
外部委託に頼るのではなく、左記のとおりスタッフで行うこと
で、経費削減に努力されている。

⑷収支状況 収支予算書と比較して、収支決算書は妥当である。 Ｂ
年度ごとに事業計画を作成し、その目標達成のた
め適切に取り組んでおり、妥当なものと考える。

Ｂ 適正に事業運営がされており、収支は妥当である。

《総括》 経費の収支等に関する評価 Ｂ Ｂ

「１ 実施体制」「２ 内容・水準」「３ 収支等」
《総括》による総合評価

Ａ ― Ｂ ―

            Ｄ(要改善)＝《総括》にＤが含まれている。

①評価基準:Ａ(優 良)＝協定書、仕様書等を遵守し、その水準よりも優れた管理内容である。
           Ｂ(良 好)＝協定書、仕様書等を遵守し、その水準に概ね沿った管理内容である。
           Ｃ(課題含)＝協定書、仕様書等を遵守しているが、管理内容の一部に課題がある。
           Ｄ(要改善)＝協定書、仕様書等を遵守しておらず、改善の必要な管理内容である。

②《総括》：Ａ(優 良)＝評価基準がすべてＢ以上であり、かつＡが過半数以上である。
            Ｂ(良 好)＝評価基準がすべてＣ以上であり、かつＢ以上が８割以上である。（上記以外）
            Ｃ(課題多)＝評価基準がすべてＣ以上である。（上記以外）
            Ｄ(要改善)＝評価基準にＤが含まれている。

③総合評価：Ａ(優 良)＝《総括》がすべてＢ以上であり、かつＡが２以上である。
            Ｂ(良 好)＝《総括》がすべてＢ以上である。（上記以外）
            Ｃ(課題多)＝《総括》がすべてＣ以上である。（上記以外）

※評価区分

５　特記事項
（成果・課題等）

・協定書、仕様書等を厳守し、その水準に沿った管理内容である。
・残りの期間については、今回の評価を踏まえ、以下の点に留意し、管理業務に努められたい。
　引き続き、利用者への安全確保及びサービス向上のため、テニスコート及び植栽等の維持管理に努められたい。
　多くの町民が集い、楽しんでいただける自主事業の実施に努められたい。

３
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 ４　総合評価


